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8：25～8：30 開会式

8：30～10：20 シンポジウム 1　自己弁温存術式による大動脈基部再建術の
中期遠隔成績（再手術例の検討を含めて）

座長：川副　浩平（草津総合病院）
大北　　裕（神戸大学）

SY1-1 自己弁温存大動脈基部再建術（Remodeling法）の中期遠隔成績
鹿児島大学大学院循環器・呼吸器・消化器疾患制御学　上野　隆幸 他11名

SY1-2 自己弁温存術式による大動脈基部再建術の中期遠隔成績
東京大学医学部附属病院心臓外科　縄田　　寛 他 5 名

SY1-3 自己弁温存大動脈基部再建術の術後早期，中期成績
東北大学大学院心臓血管外科　新田　能郎 他 9 名

SY1-4 Subvalvular Circular Annuloplastyを併用したAortic Root Remodelingの大動脈基部の中期遠隔成
績について

岩手医科大学附属循環器医療センター心臓血管外科　数井　利信 他 8 名

SY1-5 自己弁温存大動脈再建術の中期成績（再手術例の検討を含めて）
神戸大学医学部呼吸循環器外科学　松森　正術 他12名

SY1-6 Yacoub自己弁温存手術の中期遠隔成績
佐賀大学医学部胸部心臓血管外科　大坪　　諭 他 5 名

10：20～11：50 特別講演 1

米国とドイツにおける血管外科の診療と教育の現状
1．Training of Vascular and Endovascular Surgery in the United States

K. Craig Kent（New York Presbyterian Hospital, New York, U.S.A.）

2．Training of Vascular and Endovascular Surgery in Germany
Svante Horsch（Hospital Porz am Rhein, Cologne, Germany）

座長：重松　　宏（東京医科大学）

12：10～12：55 ランチョンセミナー 3
共催：InterVascular, S.A.，株式会社メディコスヒラタ，株式会社ゲッツブラザーズ

Is Valve-sparing Aortic Root Remodelling Justified? A Modification Using Single Patch Technique
Paul Urbanski（Cardiovascular Clinic Bad Neustadt, Bad Neustadt, Germany）

座長：青柳　成明（久留米大学）

13：00～13：20 会務総会
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13：20～14：10 会長講演

大動脈外科医としての血管外科手術―低侵襲とQOLの向上を目指して―
安藤　太三（藤田保健衛生大学）

座長：中島　伸之（鹿島労災病院）

14：15～15：05 招請講演 2

Surgery for Acute Type A Aortic Dissection: Is There an Ideal Surgical Technique?
Jean Bachet（Institut Mutualiste Montsouris, Paris, France）

座長：川島　康生（国立循環器病センター）

15：05～17：30 シンポジウム 4
下肢閉塞性動脈硬化症に対する血管内治療の早期及び遠隔期成績

座長：井上　芳徳（東京医科歯科大学）
松原　純一（金沢医科大学）

SY4-1 腸骨動脈領域の閉塞性病変に対する血管内治療の妥当性
金沢医科大学心血管外科　飛田　研二 他 4 名

SY4-2 大動脈腸骨動脈領域における慢性完全閉塞例の血管内治療の成績― TASC II分類による分析
名古屋大学大学院血管外科　山本　清人 他 9 名

SY4-3 腸骨動脈完全閉塞例に対する血管内治療（特に順行性アプローチの有用性）
岡山大学医学部心臓血管外科　三井　秀也 他 6 名

SY4-4 浅大腿動脈領域の下肢閉塞性動脈硬化症に対する血管内治療の早期および遠隔成績
日本大学医学部心臓血管外科　梅澤　久輝 他 7 名

SY4-5 下肢閉塞性動脈硬化症（大腿膝窩動脈）に対する血管内治療の検討
神戸労災病院心臓血管外科　井上　享三 他 3 名

SY4-6 下肢閉塞性動脈硬化症に対する血管内治療―腸骨・浅大腿動脈狭窄病変に対する治療成績
東京大学血管外科　重松　邦広 他11名

SY4-7 下肢閉塞性動脈硬化症に対する血管内治療の成績
金沢医療センター心臓血管外科　笠島　史成 他 5 名

SY4-8 下肢閉塞性動脈硬化症に対する血管内治療の治療成績からみた適応
川崎医科大学附属川崎病院外科　森田　一郎 他 2 名

SY4-9 下肢閉塞性動脈硬化症に対する血管内治療の早期および遠隔成績
国際医療福祉大学国際医療福祉病院心臓血管外科　村上　厚文 他 1 名

SY4-10 下肢閉塞性動脈硬化症における血管内治療の治療成績
藤田保健衛生大学心臓血管外科　西部　俊哉 他 2 名

17：40～19：10 イブニングセミナー 1 共催：株式会社メディコスヒラタ，クックジャパン株式会社

胸部及び腹部大動脈瘤に対するStent graft治療の現状
1．胸部大動脈瘤に対するステントグラフト内挿術の現状―中期・遠隔期成績からの検討―

川口　　聡（東京医科大学）

2．腹部大動脈瘤に対するStent grafting
大木　隆生（東京慈恵会医科大学）
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3．Current Status of Endovascular Grafting for Aortic Aneurysm in the United States
Roy K. Greenberg（The Cleveland Clinic Foundation, Cleveland, U.S.A.）

座長：石丸　　新（戸田中央総合病院血管内治療センター）


